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YMCAとは
世界120の国と地域でおよそ6500万人の会員が活動
している国際的非営利団体（NGO／NPO）です。

日本のYMCAは、全国34都市で約14万人が活動してい
ます。「みつかる。つながる。よくなっていく。」をブラ
ンドスローガンとして自らの学びや健康、社会課題を
解決するためのさまざまな活動を行っています。

あらゆる年代・性別・宗教の人びとと「互いを認め合
い、高め合うポジティブネットのある豊かな社会を創
る」ことを目標にしています。

公益財団法人京都YMCA
〒604-8083　京都市中京区三条通柳馬場東入中之町2  Tel. 075-231-4388
https://kyotoymca.or.jp/

学校法人京都YMCA学園
〒604-8083　京都市中京区三条通柳馬場東入中之町2  Tel. 075-255-3287
https://kyoto-c.kyotoymca.or.jp/

舞鶴YMCA国際福祉専門学校
〒625-0036　京都府舞鶴市字浜1546-3  Tel. 0773-64-3686
https://maizuru-c.kyotoymca.or.jp/



　ひとりがよくなると　　
　世界はきっとこう変わる。 
ひとりがよくなると　　世界はきっとこう変わる。 
ひとりが「よくなる」と、どんなコトが起きるだろう。 
ひとりが「よくなる」と、その人と出会った誰かがうれしくなる。 
つまり、その人もきっと「よくなる」。 
そして「よくなる」の繰り返しは 
社会や世界をよりよく変えていくチカラになると思うのです。

　互いを認め合い、高め合う 
　「ポジティブネット」のある豊かな社会を創る。

互いの存在や個性を認め合い、
高め合うことのできる、善意や前向きな気持ちによってつながるネットワークのこと。 
課題の多い社会のなかで、それは、生きるためのひとつの選択肢となっていく。
私たち日本の YMCA は、グローバルなネットワーク基盤を活かしてポジティブネットを広げ、
希望あるより豊かな社会を創ります。

 「ポジティブネット」 Positive Net 

京都 YMCA　2023 年度年間聖句　旧約聖書　イザヤ書　55 章　10 節～ 11 節

雨も雪も、ひとたび天から降ればむなしく天に戻ることはない。
それは大地を潤し、芽を出させ、生い茂らせ種蒔く人には種を与え食べる人には糧を与える。
そのように、わたしの口から出るわたしの言葉もむなしくは、わたしのもとに戻らない。
それはわたしの望むことを成し遂げわたしが与えた使命を必ず果たす。

京都 YMCA2023 年度事業計画
１、ウイズ・アフターコロナ社会に向けて新型コロナ感染拡大がもたらした社会的分断をつなぎなおす
　　働きとしての地域社会の課題にコミットしてゆくＹＭＣＡを再創造する
２、京都ＹＭＣＡの事業の継続を支える財政的基盤を確立
３、  ＹＭＣＡの理念を実現する人材を養成する仕組みを構築

2021-2023 年中期計画テーマ
「地域から必要とされる存在となる」

公益財団法人 京都 YMCA

理   事  長　石若　義雄
常務理事　加藤　俊明
理　　事　大本　正夫　　髙田　敏尚　　船木　成一
　　　　　堀井　　忠　　三井　哲次
監　　事　宇髙　史昭　　吉井　千鶴　　
委員長会議構成員
　　　　　石倉　　尚　　森田　芳文
評  議  員　 宇佐美賢一　　大賀　幸一　　奥村　正治　
　　　　　兼松　　豊　　小嶋　　薫　　杉井　恭敏　　
　　　　　中島　啓泰　　人見　晃弘　　牧野万里子　　
　　　　　山本　知恵

学校法人 京都 YMCA 学園

理   事  長　野村　武夫
常務理事　加藤　俊明
理　　事　髙田　敏尚　　中西　昌哉　　森　　　亮　
　　　　　森田　芳文
監　　事　藤田　寿男　　松村　康弘
評  議  員　 石田　晋治　　奥村　正治　　隠塚　　功
　　　　　草野　功一　　阪野　　学　　徐　　恩熙　　
　　　　　髙田　敏尚　　野村　武夫　　本田　義史　　
　　　　　森　　　亮　　山本　　孝　　好崎　志保　　
　　　　　阿部　和博　　伊藤　恭子　　加藤　俊明　
　　　　　藤原　貴子　

ご挨拶

　2023 年度も多くの方々の支えの中で事業を進めることができましたことを、まずは御礼申し上げます。
この年は、コロナ禍の 2021 年度から始まった 3 年間の中期計画の最終年度として、既存事業のさらなる改革や、
コロナ禍を経た新たな地域課題に取り組みました。公益財団の事業では、病気の子どもとそのきょうだいたちのた
めの「青い空と白い雲のキャンプ」を開催し、さらに参加者の希望もあり、2 月に冬のキャンプも実施しました。
国際協力募金や能登半島地震の被災者支援募金の街頭募金にもメンバーの子どもたちが参加し、大きな声で通りを
歩く市民に協力を呼びかけました。子どもたちの体育プログラムでも、多くの大会や競技会が再開され、多くの子
どもたちが参加しました。野外活動は、コロナ禍でのソロテント利用から、コロナ前のように大型テントでの宿泊
を再開し、ダイナミックなプログラムを行うことができるようになりました。12 月には、リトリートセンターで文
部科学省からの補助金を用いて「アートキャンプ」を行いました。保育園では地域の学童が行う子ども祭りや地域
の子ども大会に参加するなど、近隣の児童館や他園との交流を図るようになってきています。 家庭の貧困がもたらす
子どもの体験格差の解消を目指す「夏の思い出を等しく子どもたちに」キャンペーンでは、今年も賛同者からいた
だいた寄付金を用いて、5 名の子どもが夏期キャンプに参加し、楽しい思い出を作ることができました。 ピンクシャ
ツデーに合わせて行った「ストップ！いじめポスター展」では、今年も近隣の小学校の協力を得て、子どもたちか
ら 100 枚を超えるポスターが集まり、バザーで集まった皆さんにご覧いただくことができました。専門学校は、コ
ロナ禍が明けて日本語科へ留学生が戻ってきたことで三条校に賑わいが戻ってきました。舞鶴校では、国際観光ビ
ジネス科が、京都府北部の宿泊人材の不足に対応するために北部地域の宿泊業界と連携して、留学生を募集し地域
に送り出す取り組みを始めました。また、韓国の大学から看護科学生のインターンシップを受け入れる取り組みが
始まり、初年度 7 名の学生が 3 か月間、京都と舞鶴で医療、福祉施設の実習を行いました。この年もワイズメンズ
クラブをはじめ関係者から多くの寄付を頂きました。リトリートセンターへのミニショベルカー寄贈や野外食事場
の土間の設置、三条本館のマナホールへのマイク設備や電子ピアノの寄贈など、活用させていただいています。こ
のように多くの皆様のご支援を頂き、この 1 年もポジティブネットのある豊かな社会を築く働きができましたこと
を皆様に感謝申し上げます。

公益財団法人京都 YMCA 学校法人京都 YMCA 学園 総主事

理事長　石若　義雄　 理事長　野村　武夫　 加藤　俊明　

役員一覧
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